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子ども達の感‘性を耕す科学教育

一センス・オブ・ワンダーの喚起を志向して一

田口瑞穂’・藤田静作２

ScienceEducationfOrDevelopingChildren'sSensitivity：

IntendingtoAwaketo“TheSenseofWOnder，，
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InthecuITentsituationofscienceeducation,therearevarlousissues:childrendislikescience,theirscholatic

achievementscontinuetodecline,andmanyadultsdonotshowinterestinscience､Tosolvetheseproblems,akey

factoriswhatRachelCarsoncalledTheSenseofWonder'：ｉｆｗｅｃａｎａｃｔｉｖatechildren'ssenseofwonderandcan

developtheirsensitivitytoenjoythebeautyofnature,theywilllikescience,which;intum,improvetheirscholatic

achievements・Thedevelopmentoftheirsensitivitywillalsohelpthemkeeptheirinterestinleamingnatureand

sciencefbrtherestoftheirlife､Onthebasisofthishypothesistriedtodevelopmypupils'sensitivityintheclasses，

andkeptprovidinginfOImationonsciencetonotonlythechildrenbutalsotheirparentsandlocalinhabitams・As

resultofthispractice,thechildrencametolikescience,andtheirscholaticachievementsi、proved・Theseresult

suggestthatdevelopingchildren'ssensitivityisakeyfactorfbrimprovingscienceeducation．

Ｋｅｙｗ０ｒｄｓ：Elementaryschool，Scienceeducation，Sensitivity,SenseofWonder

Ｉ．はじめに

平成19年度文部科学白書には，国民一人一人の科学

に関する基礎的素養の向上が喫緊の課題'）としてあげ

られ，マスコミ報道では「理科離れ」や「理科嫌い｣，

｢学力低下」が日々喧伝されている。

子ども達はなぜ理科を嫌うのか。その一つの原因が，

教科書をなぞるだけの間接体験の理科学習であり，教室

から外に出ない授業形態にあると考える。そして，帰宅

してからは家の中で遊ぶ子ども達である。このような中

では子ども達の感受性は日増しに鈍り，自然の美しさや

すばらしさを感じる心もしぼんでいくであろう。このよ

うに鈍感になった子ども達の感‘性を刺激し，自然や科学

に関する興味や関心を呼び起こすことが重要だと考える。

Ⅱ、本研究の目的

本研究では,感』性を耕す方策を検討し実践することで，

子ども達はより一層理科を好きになり，学力も向上する

であろう，という仮説を検証することである。そして，

どのようにして感性を耕すことができるかを検討するこ

とも目的としている。
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ここで，感‘性とは何かを確認しておく。Ｒ・カーソン

が著した「センス・オブ・ワンダー』には次のような

｢感性」についての記述がある。「子どもたちの世界は，

いつも生き生きとして新鮮で美しく，驚きと感激にみち

あふれています。残念なことに，わたしたちの多くは大

人になるまえに澄みきった洞察力や，美しいもの，畏敬

すべきものへの直感力をIこぶらせ，あるときはまったく

失ってしまいます｡」２）この「澄みきった洞察力」「畏

敬すべきものへの直感力」が感′性と言えるであろう。他

にも，「不思議さに驚嘆する感‘性一「センス・オブ・ワ

ンダー｣」３）と記されている。

また，『大辞林』には「物事に感じる能力。感受性。

感覚｡」４）と書かれてあり，片岡（2000）は「価値ある

ものに気づく感覚」「驚きの反応」５）と定義している。

川上（1994）は，「感‘性とは，外界の全ての情報に対し

て，感覚と知覚と感情を総合して感じる人間の感じ方の

敏感‘性である」６）と定義している。そこで本小論では，

Ｒカーソンのセンス・オブ・ワンダーを踏まえつつ，川

上のいう定義を「感』性」として進めていく。

Ⅲ、教育実践

では，どのようにして感性を耕すのか。そこで筆者の
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うち田口は「授業においてできること」と「授業以外の

場面においてできること」の二つに分けて，実践の方針

と計画及び方策を立てた｡様々な方策を考案した中から，

その実効‘性を考えて主として，次の方法に力を入れるこ

とにした。

○授業においてできること

直接体験と実物教育（五官を駆使した観察と積極的

な野外観察）

魅力的な資料提示命を感じて尊ぶ体験

進級論文と卒業論文言語感覚を磨く指導

○授業以外の場面においてできること

生き物クイズ理科室通信

サイエンス・ショー ビオトープ

おもしる実験観察クラブ理科研究発表会

星空観察会

できるのか。自分の感覚を駆使した体験がたくさんあれ

ば，多様な方法を考えることができるであろう。そして

その経験を思い出す一つのきっかけとして，「問題解決

手がかりカード」（図－１）を子ども達に持たせている。

主として今まで使った感覚や器具が一目で分かるように

なっていて，実験計画書を素早く詳しく書くのに役立っ

ている。そのカードの項目は，五官で分けられている。

解決に向かうためのアンテナは，まず自分の感覚。これ

を徹底すると，感覚や感'性は研ぎ澄まされていく。

問題解決手がかりカード 、

以下，これらをどのように実施したのかについて，具

体的に述べていく。なお，この実践は，大仙市立中仙小

学校において５，６，４年生を担任（Hl6～１８）し，

大仙市立神宮寺小学校において５，６，３年生を担任

(Hl9～21）した六年間に実践したものである（学年の

数字は担任した順)。

使ったとがある遭具、凸週日
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(1)授業において

①直接体験と実物教育

感性を耕すには，実物そして本物(註'）に触れるのが

一番である。本からではなく，実物から学ぶのである。

生きた昆虫や魚を飼育することによって得られる‘情報

は，教科書の写真の比ではない。子ども達は様々な動植

物に触れ，飼育・栽培を行い，野外に出かけ，自分の手

で実験し，といった直接体験を大事にした学習を重ねた。

実物に触れることで感'性が研ぎ澄まされ，感′性が研ぎ澄

まされることで，より詳しく観察できるようになったの

である。それは子ども達のスケッチやノートの記述から

読み取ることができる（後述)。

その直接体験の中で重視したのが，五官を駆使した観

察である。観察をする時には，目に頼りがちであるが，

筆者のうち田口は，常にあらゆる感覚を使わせ，多くの

情報を受け取るように意識させている。言い換えると，

たくさんの感』性のアンテナ6）を立てさせ，そのアンテ

ナの感度を上げ（敏感に）させることである。もちろん

危険を伴う場合は祇めざせたり触れさせたりしてはいけ

ないが，可能な限り視覚以外の感覚も使わせている。人

間の持つ感覚や能力を拡大させてくれるものとして様々

な道具があると考える。だからすぐに道具を与えず，道

具の必要‘性を感じるまでは，自分の感覚で観察させてい

る。問題の解決に当たる時，どんな方法を用いることが

図－１問題解決手がかりカード

次に重視したのが，積極的な野外観察である。寺川

(2002）が言うように，「書物からではなく，自然から学

ぶため」７）である。ただなんとなく外に出て面白かっ

た，とならないように，事前に「観察の目的を明確化」

し，感‘性のアンテナの向けどころをはっきりさせてから

観察させている。例えば，第５学年における「花から実

へ」の学習では，キュウリの雄花と雌花の「違い」をス

ケッチしよう，という目標を決めて観察園に出た。花は

全部同じだと思っていた子どもにとっては，雄花と雌花

の違いは大きな驚きとなった。この驚きがセンス・オ

ブ・ワンダーであり，次の学習の意欲へとつながるので

ある。また，同学年における「流れる水のはたらき」の

学習では，川に出かけて観察した。流水によって実際の

地形が大きく変化する事実に子ども達は驚き，感心し，

自然の驚異を感じていた。

第６学年における「大地のつくりと変化」の学習では，

実際に学校のそばの露頭に出かけた（図－２)。

野外観察に出る前に行わせたのは，地層のスケッチの

練習である。教科書に載っている，傾いた地層や摺曲し

た地層，不整合や層による粒の違いなど，その地層を特

徴付けているものに気づき，わかりやすくスケッチする，

という練習をした。露頭の見方が分かり，読み取れるよ

うになるということは，即ち，露頭に対する感‘性が磨か

れたことに他ならない。ただ漠然と眺めるのではなく，

きちんと観察する術（＝感‘性のアンテナの働かせ方）を

－４０－
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子ども達の感性を耕す科学教育

図－２露頭のスケッチの様子

鍛えることも大切だと考える。これにより，スケッチに

対する自信もついてきて，実際の野外観察では，すらす

らと露頭のスケッチを進めることができた。

川に出かけるときは，できるだけ学校のそばを流れる

川がよい。上流に出かける場合も，その川の上流が効果

的である。自分たちの身近にある山や川の方が，関心が

高まるからである。関心が低いものには，感性のアンテ

ナはなかなか働かない。露頭の選択も同じである。

②魅力的な資料提示

形や色のすばらしさ，生き生きと活動する姿など，魅

図－３チョウトンボ

田

図－４蜜を吸うキアゲハ

力的な写真を提示することで，感性を刺激して，主体的

に学習にとりくませようという試みである。

第３学年における自然探検や昆虫の学習では，単元の

動機付けとして，図－３や図－４の写真を用い，命のす

ばらしさや美しさを感じ取らせた。チョウトンポは神宮

寺小学校のそばにある大浦沼にいる。子ども達の記憶に

あるトンボとかけ離れた形や色に驚いていた。キアゲハ

は動きのある写真を用いたので,様々な反応が見られた。

｢ストローのような長い口で蜜を吸うんだよ｡」「はねが

動いているね｡」「私，知ってる。花に止まっているとき

も，パタパタはねが動いているんだよ｡」等の発言が見

られた。

これにより，子ども達は観察への意欲が高まり，充実

した昆虫の観察を行うことができた。図一５のように，

図鑑を用いて詳しく調べようという子どももいた。

１１運再講i訓雰,呼…湾衝聴’弧￥‐~扉N露塾謎．，Ｊ:：

図－５観察中の様子

第４学年における月や星の動きの学習では，すばる望

遠鏡の写真を提示して，星空へのロマンをかきたてた。

また「月の動き」では，子どもによる月の動きのスケッ

チの他に，図－６の写真を用いて，月が動く様子を実感

させた。

－４１－

２００６年１１月９日の目の動き
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図－６校庭から見た月の動きの写真
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一

に声かけをする子どもの姿も見られた。③命を感じて尊ぶ体験

Ｒ・カーソンの言う「驚きに満ちた生命の輝き」を実

感させることも大切にしている。そのためには，観察す

べき生き物を教室で飼育することが大切だと考える。毎

休み時間に観察することができるし，ちょっとした変化

にも気づくことができるからである。第３学年において

は，モンシロチョウを飼育させた（図－７）。子ども達

は，卵から幼虫（アオムシ)，胴，成虫と飼育を続けて

いくことで，命の不思議さやすばらしさを感じ取ること

ができた。この時に育てたアオムシの一匹が，アオムシ

サムライコマユバチに寄生されていた。気持ち悪いと騒

ぐ子どももいたが，このアオムシを見させることで，生

きる厳しさや命の尊さ，食う食われるの関係を実感させ

ることができた。

＝壷＝吾

Ｌ
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図－８飼育中のメダカの卵

霊勇窪＝－
そして，感動のピークはり岬化の時である。その瞬間を

見ることは稀であるが，朝，学校に来たときに，１ｃｍ

にも満たないメダカがツンツン泳いでいるだけでも子ど

もにとっては感動であった。もう，先生に教えずにはい

られない，と顔を上気させながら報告に来る子どもを見

て’幸せを感じずにはいられなかった。子ども達と感動

を共有し，その誕生を祝うことで，子ども達の命を尊ぶ

心がより大きく成長する。これがＲ，カーソンの言う

｢驚きや感激」「畏敬するべきもの」であろう。植物の栽

培や観察も，同様である。種子という命のカプセルの不

思議さ，発芽から成長，開花，受粉，結実までのすばら

しさを’必ず観察園で体験させたい。そのためにも，観

察園は教室の窓からすぐ見えるところにあるのが望まし

い（学校事情により難しい場合が多いが…)。
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④進級論文と卒業論文

子ども達の一人ひとりのセンス・オブ・ワンダーに対・

応し，子ども達の興味に応じて研究させることで，その

感性をさらに伸ばそうと計画したのが進級論文と卒業論

文である。総合的な学習の大きな柱として，平成１９年

度神宮寺小学校の５年生（松組27名梅組１名）と平成

20年度の６年生（松組28名梅組１名）に実施した。今

までの学習で培われた感性や，自分が研究しようと思っ

たことへの切り込み方のセンスを発揮し，具現化するこ

とができた。

進級論文を通じて，子ども達は研究してまとめる方法

を身に付けることができた。特に理科に関わる題を選ん

だ子どもは，研究の動機を説明し，仮説を立て，調べる

方法を説明し，実験・観察結果をまとめ，考察するとい

う，科学する方法を学んだ。そして，科学的なものの見

方や考え方を身につけたことで，事象に対する感じ方

(＝感性）も変わり，より事象に敏感になった。

第５学年における「生命のたんじよう」の学習ではメ

ダカを飼育させた。前述のモンシロチョウの飼育のよう

に，水槽は教室に置く。ある時，水槽を教室から遠い理

科室に置いたら子ども達の観察はどう変化するか，を試

した事があった。そうしたら，理科室まで足を運び観察

する子どもは５～６人程度となり，子ども達の意識から

メダカは遠ざかっていったのである。やはりメダカの水

槽は教室に置くに限る。感性とは外界からの情報の知覚

なので，常に情報を知覚できるような環境を意識的に作

り出さなければならない。朝，教室に来るとランドセル

も下ろさずに水槽に向かい，水草に卵を産んでいないか

確かめる子ども◎そんな姿が見られるのも，教室だから

こそである。そして，さらに観察の意欲を高めるために，

各班に卵を数個ずつ配り，「自分達の卵」ということで

観察と世話をさせた（図－８）。これによって愛着もわ

き，より一層，小さな小さな命に意識を向けることとな

った。小さな卵の中で拍動する心臓と，それによって流

れる血液を観察したとき，一様に目を見開き，驚きの声

をあげていた。「がんばれ」「はやく出てきてね」と自然

図－７羽化したモンシロチョウを観察

－４２－
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子ども達の感性を耕す科学教育

２７人の作品には，２７通りの感性があふれていた。そ

して，自分とは異なる友達の感性に触れることで，自分

の感性がまた耕されていた。進級論文の中から，理科に

関係する研究題を挙げる。

「玉ねぎを切ると涙が出るわけ」

「切ったリンゴの色をかえないためには？」

「冬の星座」

「くだもののうきしずみ」

「水溶液の凍り方」

「雲の種類」

「冬の星座」

「赤ちゃんの紙パンツは何ccまできゅうしゅうでき

るか？」

「台風のひみつ」

「ビタミンについて」

第６学年における総合的な学習の前期では，第５学年

の時の進級論文の経験を生かして，学級の28人全員の

力が必要な研究に取り組むことにした。その結果まとめ

上げたのが「ヒトの耳ってすごい！_|である。ヒトの五

感のひとつである聴覚を調べた研究で，感性を研ぎ澄ま

すよい機会となった。子ども達の努力が実を結び，大曲

仙北児童生徒理科研究発表会で学校賞を頂き，第49回

自然科学観察コンクール（毎日新聞社／オリンパス株式

会社主催）において秋山仁特別賞を受賞した。これで勢

いづいた子ども達が，小学校の学習の集大成として書き

上げたのが卒業論文である。その中から，理科に関係す

る研究題を挙げる。

「タコの生態」

「鳥の知恵について」

「野菜のアクで習字がかけるか」

「リトマス紙の実験」

「サッカーボールの性質とけり方の秘密」

「冬の植物について」

「カイロはなぜ一定の時間だけ温かいのか」

「雪の結晶の秘密」

「ハチについて」

「なぜ季節があるのか？」

「地球温暖化と地球環境について」

「大気汚染について」

子ども達のセンス・オブ・ワンダーが花開いた結果で

ある卒業論文は，卒業式の花道に展示されて（図－９），

保護者や来賓の方々の称賛を浴びた。

⑤言語感覚を磨く指導

すばらしい感性をもっていて，自然に対筆する驚きや感

－４３－

図－９卒業論文の展示

動を得たら，それを上手に表現してほしい。そして，記

録してほしい。そのためには，それを表現する技術を磨

かせることが必要となる。また，言葉をたくさん持たせ

ることで，感性にも広がりが出ると考える。だから，理

科の授業時間に限らず，様々な場面で語棄を増やさせ，

比倫を用いた表現の練習をさせ，形容詞を教え，言語感

覚を磨かせた。これにより，子ども達の感性の感度があ

がり，不思議なものや美しいものに感動できるようにな

り，記述できるようになった。

(2)授業以外において

①生き物クイズ

これは，Ⅲ、教育実践（１）授業において②魅力的な

資料提示，と関連する。初めて見る生き物への驚きや色，

形の美しさなど，全校の子ども達の感性を十分に刺激で

きている。

むし

里さんクイズ③
がっこつか

学校の花だんで．いそがしくみつをすっている

わたしはだあれ。

図－１０虫さんクイズの写真

こども達は様々なクイズが大好きである。身近な虫や

花・鳥・動物等，その季節に見られる生き物で，子ども

達に目を向けてほしいと思うものを取り上げてクイズに

している（図－１０)。このクイズを通じて，子ども達同
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士の自然な教え合いや，「うちの前の原っぱで見たこと

があるよ」とか「校庭に咲いていたよ，昼休みに見に行

こう」などの情報交換も活発に行われ，実物に向かう気

持ちも育っていた。

②理科室通信

保護者や地域の方々のセンス・オブ・ワンダーを刺激

することで，家庭に帰ってからも，子どもの感性を育む

ことができるであろう，という試みである。

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇

神官寺小学校 第５４号

…麺１．鰯剰掌鱗馳に駕憾
～親子で理科を楽しもう～平成２１年１０月１日

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇

～カマキリを』こく見るとＺ～

「とうさん‘とうさん，とうさん，とうさん，とうさん，とうさん，おとうさん！」

｢おやおや，一大率だね。何があったんだい｡」

｢発見，発見，大発見だよ！！」

｢ほほう，どれどれ｡」

rこの前，カマキリのフセツを教わったでしよ。

それでね，よ－くかんさっしたの。ほら｡」

｢おう‘よく撮れているね。」

rでしよ，でしよ！これがひっかけているの。

この時はカマは使わないんだよ。これがフセ

ツで立っているの。ほら，カマがういている

でしよ。ふだんはフセツが大かつやくなの｡」

｢なるほどなるほど｡」

『でもね，でもね，ほかの虫をカマでつかまえ

るときに，このほそくて弱そうなフセツって

おれちゃうかもしれないじゃない。つかまえ

られた虫だってあばれるし｡」

｢ふんふん｡」

｢そこでカマキリはくふうするのよ’どうする

と思う？」

｢どうするんだろう｡」

｢それがこれで一一一一す。ジャジャーーー一ジヤジヤーーーーーーーーーン｡」

｢これはすごい。よく撮れたね｡」

｢ほらほらここ！」

｢あら’附節が｡」

｢ねつ，

フセツがたたまれている

でしょう｡」

『大発見だね。父さんも知らなかった

よ。」

｢やった－１」

図－１１理科室通信

「親子で理科を楽しもう」をキャッチフレーズに平成

20年度から発行している理科室通信「理科室からこん

にちは」（図-11）である。

全校児童に配布している他，学校のウェブサイトにも

掲載している。親子でこの通信を楽しみにしている，と

いう手紙をいただく事もある。「第22号で紹介された，

カマキリの卵の高さで積雪量がわかる？ということは，

前から聞いたことがありまして……すごく興味がありま

－４４－

す。個人的には協力ということはなかなか出来ませんが

続編を楽しみに待っています｡」という手紙も届いてい

て，保護者の科学的興味を喚起する方法として，この理

科室通信は，とても有効だと考える。

③サイエンス・ショー

全校の子ども達に積極的に不思議を感じさせたり，驚

きや感激を与えて，担当学年以外の子ども達の感性を耕

そうと取り組んだのがサイエンス・ショーである。

第一回は新任式の時。式中の新任者挨拶の時に楽しい

実験を見せて，全校児童のセンス・オブ・ワンダーを刺

激できた。「面白い先生が来た｡」「また見たい｡」「実験

って楽しそう。」と言う声に後押しされて始めたのが，

昼休みのサイエンス・ショーである。１年生から６年生

までの幅広い層に，理科の楽しさや不思議さをアピール

した。行った実験は，空気砲やＢＴＢ溶液による変色マ

ジック（図－１２)，酸素による燃焼実験等である。どの

子どもも食い入るように見つめて，喜んでいた。

｜r蚕－割闇IIE,‐、
噛詞．。。，
ｉ鶴：
ｋ〆§‘
Ｉ息…
１一一

鏑一琶遍’ ＃雨墨＝，

図'－１２サイエンス・ショー

また，外部講師の招致によるサイエンス・ショーも企

画した。学習研究社「バイエルふしぎからはじまるサイ

エンス活動」による体験・質問型理科実験教室「わくわ

く実験びっくり箱2008」という企画に応募し，実施す

ることができた。「化学反応で電気が起きる仕組みを学

ぶ地球のエネルギーを考えよう！」をテーマに，備長

炭を用いた発電などを楽しく実験できた。このように外

部の力を借りて，わくわくする特別な場面を経験させる

ことも，感性の耕しや興味のI喚起につながることが分か

った。

④ビオトープ

学校のビオトープ（図－１３）は，子ども達と生き物

とが出会える場所である。だから，Ⅲ、教育実践（１）

授業において①直接体験と実物教育に関連するものであ
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る。実際の生き物と触れ合える場を提供することで，子

ども達の感性が磨かれる機会が増えるのである。

図－１３昼休みのビオトープ

マツモムシやアメンボ，トンボの幼虫（ヤゴ）や成虫

などの昆虫と出会い，戯れることができる。カモ等の鳥

も訪れている。季節による生き物の移り変わりに気づい

ている子ども達もいて，確実に感性は育っていると言え

る。筆者のうち田口は，「ビオトープでこんな生き物を

見つけたよ」と，子ども同士で情報交換を行うことがで

きるコーナーを校内に設けて，子ども達の足が積極的に

ビオトープに向かうように工夫している。

⑤おもしろ実験観察クラブ

感性を十分に磨く時間が確保されているのが，このク

ラブ活動の時間である。科学が好きで入ってくる子ども

たちなので，不思議さに驚嘆する感性は高まっている。

それをさらに刺激し，高まるように取り組ませた。電磁

石遊び，スライム作り，炭酸を発する入浴剤を用いたフ

イルムケースロケット，ペットポトルロケット，水質検

査，炎色反応，顕微鏡を用いた観察などを通じて，Ｒカ

ーソンの言う「澄みきった洞察力」を磨いた。そのため

に，ただ実験するだでなく，原理等にも触れて説明した。

また，ブーメランや和凧，紙飛行機等のものづくりの活

動も行った。希望者には，大曲仙北児童生徒理科研究発

表会に参加できるような研究に取り組ませることもあっ

た。

⑥理科研究発表会

科学的な興味がある子どもをさらに伸ばすきっかけと

して，理科研究発表会への参加を奨励している。授業内

容にとらわれず，その子どもにとって興味のある内容を

深く長く研究することで，より感性が高まり，自然に対

する洞察力も増すからである。

また，研究会に参加することで，他校の研究に触れる

ことができる。これが，感性を刺激するのに大いに役立

っている｡参加した子ども達は｢あの人の研究はすごい｡」

｢私もあれを確かめてみたい｡」「うちの近所ではどうか

な｡」等と感想を述べていた。この参加した経験が，大

人になってもずっと科学が好きな，科学的リテラシーの

高い大人になるきっかけの一つになるだろうと考えてい

る。

⑦星空観察会

空の星々は，子ども達の感性を刺激するのに大変適し

ている。星の瞬きや星の色の美しさ，天の川の壮大さ，

星座の結び等の観察から得られる刺激。そして，宇宙の

誕生やそのスケール感に思いを馳せた時の驚きや畏敬の

念。これら全てが，感性の耕しとなる。

筆者のうち田口は直接経験を重視しているので，神宮

寺小学校（Hl9）において全学年対象の「親子星空観察

教室」を開いたり，中仙小学校（Hl6）や神宮寺小学校

(Hl9）では，５年生を対象としたキャンプ学習に組み

込んだ星空観察会を実施したりして，実際の星空を体験

させた。その際に，星空の見方（＝感性のアンテナの立

て方）を教え，より詳しく楽しく星空を見る方法を身に

付けさせた。前者の「親子星空観察教室」では，学校に

ある二台の天体望遠鏡を用いることで，星空への関心を

さらに高めさせることができた。

Ⅳ、成果について

これらの実践により，子ども達の感性は耕され，磨か

れたと考えている。感性を測るということは難しいこと

ではあるが，何をもって磨かれたと言えるかについて説

明していく。初めの（１），(2)，（３）では「感性を耕す

ことで，理科が好きになった」ということを検証し，次

の(4)，（５）では「感性を耕すことで学力が向上した」

ということを検証する。

－４５－

(1)理科研究発表会への参加者数の増加

児童数はほとんど変わらない中，表一ｌのように新規

の参加者が少しずつ増えてきている。

表－１神宮寺小学校の理科研究発表会への参加状況

平成○額 ]８ 1９ 2０ 2１

発表題数 ２１２１４１４

新規参加者による発表題数

微増であるが，この参加者数の増加は，私の方策が効

果を上げ，理科や科学に対する興味の高まった結果であ

ると考える。
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(2)理科が好きな児童の割合の増加（秋田県）

表－２「理科が大好き」｢好き」と答えた児童生徒の割合8）

学年 大好き・好き（％）

小４ 90.5

小５ 84.3

小６ 83.2

中１ 73.2

中２ 68.7

表一２のように秋田県全体では，「理科が大好き」「好

き」という児童生徒は，学年が進むにつれて減っていく。

しかし神宮寺小学校の平成20年度の６年生（１２月）

では，

理科が大好き……64.3％

理科が好き………32.1％

合計……………96.4％

と，高い値が得られた。

また，平成21年度の３年生（１１月）では，

理科が大好き……81.5％

理科が好き………18.5％

合計…………１００％

という，結果が得られている。なお，３年生に好きな理

由を自由記述させたところ

「実験が好き・実験ができるから」（１１人／27人）

「発見することが好き」（１０人／27人）

という結果が得られた。

(3)主体的に課題を見つける児童の増加

神宮寺小学校で第５学年を担任した当時は，なかなか

学習課題を立てることができなかった児童であるが,Ⅲ、

教育実践で述べたような実践を重ねてくることで，主体

的に事象に関わり，対象をよく見つめて不思議を感じ取

り，課題を見つけることができる児童が増えてきた。こ

れは感』性の高まりによって，ものの見方や感じ方が変容

したからだと考える。

(4)スケッチする能力の向上

感性を磨くことで，ものの見方や気づき方が変わる。

それによって，スケッチにも変化が現れた。初めは拙い

スケッチだったものが，回を重ねるごとに上達してくる

のを見るのは，教師としての喜びである。しかしながら，

目の前に実物があっても，図一ｌ４のように自分のもつ

イメージで描いてしまう子どもも何人かいる。このよう

な子どもには，スケッチする物に対しての感動や驚きを

感じ取らせることで，詳しく正確に見ようという態度に

変容させ，図－１５のようなスケッチに近づけていくこ

とができる。

－４６－

火力§も

図一Ｍよく見ていない子どものス々ツチ(小学校3年生）

・し〃

ﾐｦ聖

頑が諏

寒､'ろ

穂

図一1５よく見ている子どものスケッチ（小学校３年生）

(5)言葉を使う能力の向上

これはⅢ、教育実践（１）授業において⑤言語感覚を

磨く指導，で行った実践の成果である。

図－１６は燃えるロウソクの火を観察した３年生の記

述であるが，筆者のうち田口の予想を超えて，ここまで

書けていた。正確に事実を記したり，自分の考えやイメ

ージを比愉を用いて表したりしている。さらに，温度に

ついても触れていて，その距離を数値を用いて正確に表

している（安全指導は行っている)。また，６年生の露

頭の観察でも，「鉄のような色で少しかたい」「白く粉の

ようなものが集まった」「ゴツゴリ」「冷たい」等，工夫

した表現が見られた。

このように，子ども達の言葉を使う能力が向上した。

以上(1)，(2)，（３）により「理科嫌い」から「理科

好き」へ，(4)，（５）により「学力低下」から「学力向

上」へ伸ばすことができたと言える。
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ロウソクの科学②

火がもえているロウソクをかんさっして，

気がついたことをたくさんかきましょう。

□rう､ノク桃え~zい

墓-Fの方は,赤く見え

言6ロウＷが､も入

Ｚい3きぐ､虻＜伽

孝仰灘
ウには,とけ紋onし3①ようをも耐

ばダＭ１脚》神うい弓師地の
部』fi塑茎Z二妾型泌I塗iJ皇室山
つけ蝿()､ほ①緋聴くな､ている‘
４ｃｈぐらい①戸Arに並づl<上あつい，
|きのうの色は,上放電が勺1噸の鋲ぅ
な太'ﾙﾂ､色で‘下の右力い、がい弛

潅沸謹葛柵総憾恥
図－１６言葉を使って記録する例

Ｖ･おわりに

感』性を耕し磨くには，子ども達に難儀をさせなければ

ならない。言い換えれば，時間的・労力的に自己投資を

させなければならない。座していて感‘性は，育たないの

である。実験を通じて，自分から積極的に物や事象に働

きかけるという体験も必要であろう。また，外に出て感

覚を澄ます，ということも必要である。

ここまで述べたように，感性を耕す働きかけを日々行

うことで，自然の美しさを感じる心や神秘的なものを感

じる心を育てる事ができたと感じている。そしてその結

果，理科が好きな子どもが増え，学習意欲や学力を向上

させることができたと自負している。

豊かな感‘性は，人生をより豊かに潤してくれる。子ど

も達一人ひとりの感‘性をこれからも大切に育んでいき，

自然や科学の好きな子ども，そして自然や科学に興味の

ある大人を育成していきたいと思っている。

最後に，Ｒカーソンの「センス・オブ・ワンダー』の

一節を引用し，終わりとする。

「自然にふれるという終わりのない喜びは，けっして

科学者だけのものではありません。大地と海と空，そし

てそこに住む驚きに満ちた生命の輝きのもとに身をおく

すべての人が手に入れられるものなのです｡」９）
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